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海と日本プロジェクトとはとは

日本財団の旗振りのもと、オー日本財団の旗振りのもと、オー
ルジャパンで推進するプロジェルジャパンで推進するプロジェ
クトです。私たちの生活を支えクトです。私たちの生活を支え
てくれる海の現状を伝え、海をてくれる海の現状を伝え、海を
未来へつないでいくためのアク未来へつないでいくためのアク
ションの輪を日本全国に広げてションの輪を日本全国に広げて
いきます。山や川に捨てられたいきます。山や川に捨てられた
ゴミは、やがて海に流れ着き、ゴミは、やがて海に流れ着き、
美しい海の環境を壊していきま美しい海の環境を壊していきま
す。魚たちのために、未来の海す。魚たちのために、未来の海
のために、私たちにできることのために、私たちにできること
は何かを考えてみましょう。は何かを考えてみましょう。

海海 をを 味味 わわいい　 　　 　
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